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ソウギョ

黄色いソウギョ

子どもたちから

次々とリクエストが舞い込みます

さわやかな会場にぴったりの

楽団『ヒネモス』

コマ2つを
笑顔で操ります

武蔵野の森公園の
カイツブリ親子

神
田
川
を
下
っ
て
い
た
コ
イ
太
郎
は
、高
田
馬
場

を
す
ぎ
高
戸
橋
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。チ
ン
チ

ン
電
車
が
頭
の
上
を
通
り
驚
い
て
い
る
と
、「
お

前
さ
ん
、ど
こ
か
ら
来
た
ん
だ
い
。」と
大
き
な
ヒ

キ
ガ
エ
ル
に
声
を
か
け
ら
れ
、話
を
す
る
と「
昔
、

妙
正
寺
川
が
大
水
に
な
っ
た
時
、流
さ
れ
て
き

た
の
さ
。戻
り
た
い
け
ど
も
う
無
理
だ
な
ぁ
。若

い
う
ち
に
早
く
お
帰
り
。」と
言
わ
れ
、迷
っ
た
コ

イ
太
郎
は
や
は
り
川
下
り
を
続
け
る
事
に
し

ま
し
た
。

絵
と
文
　
せ
の
う
さ
ち
こ

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住。

●あおぞら実験室（井の頭池付近） 7月 1 日（日）、8月 5 日（日）、
 9月 2 日（日）
●グリーンバード（井の頭池付近） 7月 8 日（日）、7月 22 日（日）、
 8月 12 日（日）、8月 26 日（日）、
 9月 9 日（日）、9月 23 日（日）
●ツリートレック（第二公園） 7月 22 日（日）、8月 12 日（日）
●ツリー☆マジック（第二公園） 7月 7 日（土）
●どんぐり☆ひろば（御殿山広場） 7月 19 日（木）
●ネイチャー☆マジック（第二公園） 8月 11 日（土）
●ネイチャー☆インプロ（第二公園） 8月 26 日（日）
●キチキチ夕涼み会（御殿山広場） 9月 1 日（土）

●資料館特設展示
　「Wonder Hut Returns どうぶつのふしぎがいっぱい」
　１月２日（月）～11月25日（日）
●水生物館特設展示「カエルのこと  かんがえる」
　６月19日（火）～９月２日（日）
●スタンプラリー「日本の動物と妖怪Part4」
　7月21日（土）～8月31日（金）
●「いきもの広場で遊ぼう」
　野生のいきものとの出会いを楽しむ場「いきもの広場」で、カエルやトカゲ、
　さまざまな昆虫などをさがしてみよう。
　毎週日曜日11：00～ 12：00

井の頭自然文化園

詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

●ネイチャー☆プログラム
ネイチャー☆プログラムとは…次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
 楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

井の頭恩賜公園

井の頭かんさつ会
●第86回「玉川上水探検隊」（昆虫探し）7月22日(日) 10：00～ 12：00
●第87回 「夜の生きもの観察」　　　　 8月11日(土) 18：30～ 20：30

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

事前申し込みが必要です。
詳細や申し込み方法は HP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

　細いバルーンに息を吹き込み、キュッ
キュッとひねりだすと、辺りを歩いていた
子どもたちの目が釘付けに。Mr.Daiさん
の手にかかると、ウサギ、花、飛行機へと
バルーンが自在に形を変えていきます。
　じわじわと人だかりができたところで、
パフォーマンスがスタート。回転させた

中国ゴマをひもでつながった2本の棒で操
り、投げたりキャッチしたりの離れ技。観客
を巻き込んだトークも軽妙で、マジックや巨
大シャボン玉などメニューも多彩です。「お客
さんと一緒にやりたい」と言う通り、ときに
は観客のなかから助手を仕立てて、まるで元
からのコンビのように共演することも。
　15年前にイギリス人パフォーマーに感激
してこの道に入り、独学でスタイルを確立しました。初めての井の
頭デートでMr.Daiさんを見たというカップルから、披露宴に呼ばれ
ることも多いそうで、「縁結びの大道芸」と胸を張ります。

井の頭自然文化園　飼育展示係　斉藤美和

　例年にない寒さのためか、昨年末から体調を崩してしまいました。一
時、大好きだったバナナや食パンすら全く食べず、とても心配しました。
最近では少しずつですが餌を食べるようになりました。しかし以前のよう
に沢山の量を一気に食べたり飲んだりする事が出来なくなっています。日
によって食べるペースも違います。さすがに高齢ですから、口の中に入
る量が少なくなりモグモグ噛んで飲み込むのに時間がかかるようです。
消化機能も低下してきているようで便状を良く見て、餌の量や大きさ等
の調節に日々気を遣っています。夏の暑さ対策として、寝室にクーラー
を設置することにしました。梅雨があけたら気持ち良く水浴びができると
いいなぁ♪

梅雨が明けたら水浴びできるといいなぁ♪♪

アートマーケッツは、主に土日祝日に開催しています。 

Mr.Daiさん（大道芸人）

小田原 澪（おだわら みお） 編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住。

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

　
井
の
頭
池
で
は
子
育
て
が
始
ま
ら
な
い
の
で
、
写
真
は
武
蔵

野
の
森
公
園
の
親
子
（
5
月
29
日
）
で
す
。
こ
の
池
に
は
外
来

魚
が
い
な
い
ら
し
く
、
餌
に
な
る
小
魚
な
ど
が
豊
富
で
す
。

　
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
外
見
で
は
性
別
が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
人
は
、
ヒ
ナ
を
守
っ
て
い
る
親
鳥
を
母
親
、
餌
を
運
ん
で
く

る
ほ
う
を
父
親
だ
と
思
う
よ
う
で
す
。
で
も
実
際
は
、
親
鳥
は

交
代
で
同
じ
仕
事
を
こ
な
し
ま
す
。
交
尾
の
と
き
ど
ち
ら
が
上

に
な
る
か
さ
え
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
カ
ッ
プ
ル
の
雌
雄
を

行
動
で
判
別
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
ま
っ
た
く
雌

雄
対
等
な
の
で
す
。
二
羽
が
同
じ
量
の
仕
事
を
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
が
よ
く
働
く
か
は
カ
ッ
プ
ル
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
。
対
等
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
で
も
今
の
井
の
頭
池
の
カ
ッ
プ
ル
だ
け
は
メ
ス
を
知
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
一
羽
の
と
き
、
二

羽
が
鳴
き
交
わ
す
と
き
よ
り
優
し

い
、
「
ピ
ロ
ロ
ロ
ロ…

」
と
い
う

独
特
な
声
で
鳴
く
ほ
う
が
メ
ス
で

す
。
な
ぜ
メ
ス
だ
と
分
か
る
の
か

と
い
う
と
、
彼
女
が
卵
を
産
む
の

を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

井の頭かんさつ会　田中 利秋

生き物たち井の 頭
公 園 の

（たなか としあき）

背びれに注目！「巨大な鯉」は草魚かも
　全長が１ｍほどもあり、しかも黄色なのでよく目立つ写
真の魚、ほとんどの人は巨大なコイだと思うようです。で
も注意深い人なら、背びれがコイよりずっと短いし、顔つ
きも泳ぎ方も違うことに気づくでしょう。これはソウギョ
という中国原産の魚です。それを知っている人でも気づい
てないのが、井の頭池には、本来の色である黒いソウギョ
もかなりいることです。私は目撃経験から、黄色と黒を合
わせて10匹ぐらいいると推定しています。
　漢字で書けば「草魚」、草食専門の魚です。かつて繁茂

した外来の水草を減らすために井の頭池に導入され、かな
りの効果を上げたそうです。本来は中国の大河に棲み、卵
は浮遊性で河を流れ下りながら２日ほどで孵化します。短
い川だと孵化する前に海に達してしまうので、日本で繁殖
しているのは利根川水系だけです。つまり井の頭池でむや
みに増えることはないため、省力化の手段としては悪くな
い方法です。ただし、役目が済んだら回収できるならです。
今の井の頭池に水草（沈水植物）が１本もない最大の理由
は、芽生えてもこの魚が食べてしまうからです。もっとも、
図鑑にはソウギョの寿命は20年ほどとありますから、導入
時の個体が生き残っているとは考えにくく、今いるものは、
観賞用に飼っていた人が、大きくなりすぎたので池に放し
た可能性が高いです。水草がない池でソウギョが何を食べ
て生きているのか不思議ですが、池に落ちた木の葉や水面
へ垂れた草を食べているのを時々見かけます。
　井の頭池のかい掘りの際には、生態系への影響が大きく、要
注意外来生物に指定されているソ
ウギョは除去されることになるで
しょう。今のうちに、背びれに注
目して探してみてください。

『いのけん』  講座 答え合わせ

問題1

問題2
答え：ｃ）水の湧く場所がた

くさんあった
解説：井の頭池は「井=水の
出る場所」がいくつもあるこ
とから、かつては『七井の池』
と呼ばれていました。『七井
橋』という名前もそこから名
づけられました。

答え：ａ）殺菌作用がある
解説：この大きな葉には殺
菌作用があるので、古くから
食べ物を盛ったり包んだり
するのに使われてきました。

ヨシの葉を食べる黒いソウギョ

　前日の荒天がうそのような、まさに風薫る五
月晴れの中、木々に囲まれた広場で井の頭自
然文化園の開園70周年を祝う会が開催されま
した。成島園長による紙芝居風の70年の歩み
の紹介や、園を運営している各部署の係長さ
ん達による仕事の紹介等、自然文化園らしい
手づくり感の温かい祝う会でした。（川井）
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『いのけん』  　　　　 講座

写真提供 : 井の頭自然文化園

資料提供：須田伸一氏三鷹市教育委員会発行『みたか今昔』より引用

古紙配合率100％再生紙を使用しています

5 枚目

『いのきちさん』について

私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
5

よみがえれ！ 井の頭池 5

第5話井の頭恩賜公園の歩み

？
？

！
！

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周年を迎えます。『いのき
ちさん』は、もうすぐ100歳を迎える井の頭公園に、感謝の気持ちを込め
て、地域の市民と企業と団体の協力により発刊された100周年カウントダ
ウン新聞です。名称は井の頭公園の「いの」、隣接する吉祥寺の「きち」、
井の頭池が市内となる三鷹市の三「さん」を並べたものです。
（当面隔月発行となります。）

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com

『いのきちさん』のホームページをリニューアルしました！！
リニューアル記念としてプレゼントキャンペーン実施中！
詳細はWEBで！！

58
年
前
の『
ミ
ス
井
之
頭
』と

　
　

老
カ
メ
ラ
マ
ン
の
再
会
近
し

 

私
は
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
、
小
学
校
１
年
生
の
時
に
父
親
が
勤
め
て
い
た
千
代
田
光
学
工
業
の
移
転

に
伴
い
荒
川
区
尾
久
か
ら
三
鷹
村
牟
礼
に
引
越
を
し
て
き
た
の
で
す
。
当
時
は
梅
林
や
松
林
や
畑
に
囲
ま
れ
た

一
軒
家
で
し
て
ね
、
井
の
頭
公
園
も
至
近
距
離
だ
し
遊
び
場
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
井
の
頭
公
園
は
、
年
に
数
回
、
長
雨
が
続
く
と
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
き
れ
い
な
湧
き
水
が
じ
ゃ
あ

じ
ゃ
あ
流
れ
て
き
て
歩
け
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
あ
の
『
御
茶
ノ
水
』
か
ら
湧
き
出
る
水
は
よ
く
飲
み
ま
し
た

よ
。
と
に
か
く
、
池
の
水
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
細
長
い
水
草
が
池
一
面
に
茂
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
池
尻
に
向

か
っ
て
そ
よ
そ
よ
と
流
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
ね
。
そ
の
水
草
を
一
年
に
一
度
く
ら
い
箱
舟
を
漕
ぎ

出
し
て
刈
り
取
る
の
で
す
ね
、
そ
の
作
業
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
、
友
達
と
そ
の
刈
り
取
っ
た
水
草
に
つ
い
て
い

る
エ
ビ
を
空
き
缶
に
入
れ
て
茹
で
て
食
べ
る
ん
で
す
よ
、
そ
れ
は
美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

そ
の
池
も
、
残
念
な
が
ら
汚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
が
き
れ
い
で
、
魚
や
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
元
気
に
泳
い
で

い
な
い
と
、
井
の
頭
池
で
は
な
い
で
す
よ
。
本
当
に
寂
し
い
思
い
で
す
。
餌
や
り
禁
止
と
か
、
雨
水
浸
透
枡
の

設
置
と
か
、
皆
が
も
っ
と
協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
と
、
あ
の
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
、
井
の
頭

池
に
は
似
合
わ
な
い
で
す
ね
、
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
だ
け
で
は
駄
目
で
す
か
。

　

そ
れ
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
よ
、
あ
の
ミ
ス
井
之
頭
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
は
是
非
お

会
い
し
た
い
と
言
い
ま
し
た
よ
、
彼
女
も
会
い
た
い
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
写
真
も
撮
り
ま
す
よ
と
言
っ
た
ら
、
照
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
楽
し
み
で
す
。
早
く
会
い
た
い
で
す
ね
、

井
の
頭
公
園
の
ご
縁
で
す
ね
。
（
つ
ち
や
じ
ゅ
ん 

カ
メ
ラ
マ
ン
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
・
写
真　

川
井 

信
良
）

（
編
集
者
注
） 

土
屋
恂
さ
ん
は
、
写
真
集
『
吉
祥
寺
消
え
た
街
角
』（
河
出
書
房

新
社
2
0
0
4
年
）
と
、『
懐
か
し
の
吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』（
ぶ
ん
し
ん

出
版
2
0
1
1
年
）
を
著
作
し
、
そ
の
『
懐
か
し
の
吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』

を
見
た
『
ミ
ス
井
之
頭
』
の
加
藤
幸
代
さ
ん
か
ら
ぶ
ん
し
ん
出
版
に
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
の
が
発
端
で
す
。

　

井
の
頭
池
に
き
れ
い
な
水
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
率

先
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
の
一
つ
に
、
国
際
的
な

社
会
奉
仕
団
体
の
一
組
織
「
東
京
吉
祥
寺
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
４
年
の
設
立
以

来
、
池
の
浄
化
活
動
を
四
つ
の
メ
イ
ン
事
業
の
一
つ

と
位
置
づ
け
、
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
目
標
は
、
２
０
１
７
年
の
開
園
百
周

年
ま
で
に
昔
の
よ
う
に
澄
ん
だ
水
を
取
り
戻
す
こ

と
。
武
蔵
野
市
議
会
へ
の
陳
情
、
工
学
博
士
小
島

昭
氏
を
招
い
て
の
炭
素
繊
維
の
勉
強
会
開
催
、
炭

素
繊
維
の
人
工
藻
場
の
池
へ
の
設
置
、
他
団
体
と

協
力
し
て
の
外
来
魚
捕
獲
実
験
活
動
、
行
政
と
連

携
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
次
々
と

実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
抜
き
に
は
、
池
の
浄
化
を
め
ざ
す
現
在

の
気
運
の
高
ま
り
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
関
係
す
る
諸
団
体
や
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
百
周
年
に
向
け
て
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

土 

屋　

 

恂
（
三
鷹
市
在
住
）

気
運
高
ま
る
池
の
水
質
浄
化
。

熱
意
あ
る
人
々
が
継
続
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

▲ 炭素繊維の袋を取り付けた竹の筏を池に浮かべる

（
編
集
者
注
）　
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
写
真
の
現
像
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

土
屋
さ
ん
は
、
早
く
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
経
験
を
積
み
、
毎
日
新
聞
社
の
主
催
す
る
日
本
報
道

写
真
連
盟
に
登
録
し
、
昭
和
29
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
週
末
や
休
日
に
写
真
と
記
事
を
投
稿
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
本
に
、「
ミ
ス
井
之
頭
に
八
頭
身 

万
の
観
衆
・
押
す
な
押
す
な
」の
見
出
し
で

昭
和
29
年
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
井
之
頭
カ
ー
ニ
バ
ル
の
中
の
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
の
模
様
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ミ
ス
井
之
頭
の
加
藤
幸
代
さ
ん
と
、
58
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
と
い
う
話
が
進
ん
で

い
る
の
で
す
。

いのけん

5

池
で
泳
い
で
涼
を
と
る
。

　
　

 

そ
ん
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。 　

今
で
は
す
っ
か
り
濁
っ
て
深
緑
色
を
し
て
い
る
井
の
頭

池
で
す
が
、
昔
は
清
ら
か
に
澄
ん
で
い
て
、
な
ん
と
、
天

然
プ
ー
ル
だ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
す
。
大
正
10
（
１
９
２

１
）
年
に
池
の
一
部
に
整
備
さ
れ
、
東
京
市
営
公
園
プ
ー

ル
の
第
一
号
で
し
た
。
池
に
張
り
出
し
た
更
衣
場
や
児
童

用
の
徒
渉
池
も
設
置
さ
れ
、
夏
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
、
公
園
内
に
は
杉
が
び
っ
し
り
と
植
え
ら
れ
て
い

て
、
池
の
畔
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
日
陰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

杉
木
立
の
冷
房
効
果
に
加
え
、
湧
き
水
の
池
は
水
温
が
低

く
、
あ
ま
り
の
涼
し
さ
に
真
夏
で
も
２
〜
３
時
間
ほ
ど
し

か
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

び
っ
し
り
と
植
え
ら
れ
て
い
た
杉
は
、
明
治
15
（
１
８

８
２
）
年
に
水
源
涵
養
の
た
め
に
植
樹
さ
れ
た
一
千
本
。

17
世
紀
初
頭
か
ら
江
戸
城
と
江
戸
の
町
の
水
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
神
田
上
水
が
、
明
治
31
（
１
８
９
８
）
年

に
近
代
水
道
設
備
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
そ
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
た
め
、
水
源
の
井
の
頭
に
植
樹
が
施
さ
れ
た
の
で

し
た
。
ち
な
み
に
杉
の
ほ
と
ん
ど
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
お
棺
の
材
と
し
て
伐
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
で
は
夏
に
は
ア
オ
コ
が
発
生
し
て
匂
い
が
気

に
な
る
と
き
も
あ
り
、
池
で
泳
ぐ
こ
と
は
想
像
し
づ
ら
い

状
況
で
す
。
「
暑
い
夏
の
夜
、
こ
っ
そ
り
池
に
入
る
と
水

は
ひ
ん
や
り
冷
た
く
て
、
手
足
に
藻
が
か
ら
ん
で
泳
ぎ
づ

ら
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
、
昔
か
ら
公
園
の
す
ぐ
側
に
住

ん
で
い
る
方
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

戦
後
間
も
な
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

電
気
を
た
く
さ
ん
使
う
エ
ア
コ
ン
よ
り
、
自
然
の
恵
み

の
「
涼
」
が
ひ
と
き
わ
貴
重
に
思
わ
れ
る
昨
今
。
原
子
力

や
化
石
燃
料
に
頼
ら
ず
に
、
「
池
で
泳
い
で
涼
を
と

る
」
、
そ
ん
な
懐
か
し
い
未
来
を
実
現
し
た
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
百
周
年
の
２
０
１
７
年
を
目
標
に
、
水
質
浄

化
に
力
を
合
わ
せ
た
い
で
す
。

　
か
ん
か
ん
照
り
の
夏
の
日
で
も
、

井
の
頭
公
園
や
玉
川
上
水
沿
い
の

木
陰
に
入
れ
ば
、
ホ
ッ
と
一
息
。

木
々
が
光
を
遮
り
、
土
の
地
面
は

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
よ
う
に
陽
差
し

を
強
く
照
り
返
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
体
感
温
度
が
和
ら
い
で
、

暑
さ
が
フ
ッ
と
遠
の
き
ま
す
。
か

つ
て
池
で
泳
げ
た
時
代
は
、
も
っ

と
涼
し
く
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

想
像
し
て
、
涼
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

… 井の頭自然文化園の園内で一番太い木はホオノキですが、ホオノキの葉は昔から
　 生活の中でいろいろと使われてきました。その理由は「大きい」ということの他になんですか。
　 ａ）殺菌作用がある　ｂ）有毒だから　ｃ）手触りがよいから

答えは裏の面にあります。

（井の頭公園検定）
『いのけん』申込用紙配布中。
みたか観光案内所（三鷹駅南口・電話 0422－40－5525）か
武蔵野市観光推進機構（武蔵野商工会館 1F・電話 0422-23-5900）まで。

問題1

問題2

安
田 

知
代

… 井の頭池の真ん中にかかる『七井橋』の名前の由来はなんですか。
　 ａ）七井さんという人が造った　ｂ）「井」の形の橋げたが七つある
　 ｃ）水の湧く場所がたくさんあった

大勢の人で賑わう井の頭池の天然プール

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
『
懐
か
し
の

吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。
『
合
同
会
社
＋
＋
』
共
同
代
表
社
員
。


